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平成20年度白鷹町重要事業要望②
白鷹町職員の募集について④

第42回白鷹若鮎マラソン大会⑤
マイレールサポート事業募集中！⑨
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ヤマメの住む美しい里を守っていこう　－　鷹山小児童、ヤマメの稚魚を放流（７月４日）
　鷹山小学校の全児童48人が、萩野川上流でヤマメの稚魚を放流しました。これは、地元萩野地区の有志「白萩会」の皆さ
んが、きれいなふるさとを大切にする心を子どもたちに養ってほしいと行っているもので、今年で４回目。児童たちは「大
きくなって戻ってきてね」と400匹の稚魚を川へと放ちました。会長の横山萩野区長は「ヤマメたちは、大きくなり産卵の
ために萩野に戻ります。わたしたちも帰りたいと思えるようなきれいな里にしていきましょう」と話していました。
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平
成
20
年
度
白
鷹
町
重
要
事
業
要
望

　
「
重
要
事
業
要
望
」は
白
鷹
町
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
骨

格
と
な
る
重
要
な
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
が
着
実
に
実

現
す
る
よ
う
国
や
県
に
対
し
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
重
要
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
る
主
要
な

項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
財
源
の
確
保
充
実
に

つ
い
て

１
．
地
方
交
付
税
の
確
保

　

本
町
の
よ
う
な
財
政
力
の
弱
い

過
疎
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

地
方
交
付
税
制
度
の
持
つ
機
能
の

堅
持
及
び
総
量
の
確
保
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

２
．
過
疎
地
域
に
対
す
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
充
実

　

過
疎
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め

の
過
疎
対
策
事
業
債
枠
の
確
保
と

県
道
路
事
業
負
担
金
や
義
務
教
育

関
連
施
設
の
改
修
な
ど
起
債
対
象

事
業
の
拡
大
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

過
疎
地
域
の
振
興
を
目
的
と

す
る
新
た
な
法
律
の
制
定
に

つ
い
て
（
新
規
）

　

過
疎
活
性
化
対
策
と
し
て
制
定

さ
れ
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
が
平
成
22
年
３
月
で
失
効

す
る
こ
と
か
ら
、
過
疎
地
域
が
活

力
あ
る
豊
か
で
住
み
良
い
地
域
と

し
て
発
展
す
る
た
め
に
、
過
疎
地

域
の
振
興
を
目
的
と
す
る
新
た
な

法
律
の
制
定
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

高
度
情
報
社
会
に
向
け
た

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に

つ
い
て
（
新
規
）

　

平
等
に
情
報
を
享
受
で
き
る
情

報
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に
向
け
た
民

間
事
業
者
に
対
す
る
支
援
等
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
係
る

県
の
支
援
に
つ
い
て

　

自
然
豊
か
な
環
境
を
守
る
施
策

と
し
て
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
県
の
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
復
活
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

医
師
の
確
保
及
び
定
着
化
の

推
進
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
に
密
着
し
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
町
立

病
院
の
安
定
的
な
経
営
を
図
る
た

め
に
、
地
方
に
お
け
る
医
師
の
確

保
及
び
定
着
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
医
師
の
員
数
に
関
す

る
法
令
等
に
つ
い
て
、
本
地
域
に

お
け
る
基
準
の
緩
和
を
国
に
要
請

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

荒
砥
橋
整
備
の
早
期
着
工
に

つ
い
て

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
東
西
地

域
の
連
携
強
化
、
交
流
拡
大
を
図

る
た
め
に
重
要
な
荒
砥
橋
整
備
の

早
期
着
工
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
関
連

事
業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
や
一

般
県
道
黒
鴨
鮎
貝
線
な
ど
、
鮎
貝

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
関
連
す
る
各

事
業
の
整
備
促
進
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
道
路
の
整
備
促
進

に
つ
い
て

　

国
道
２
８
７
号
、
３
４
８
号
や

主
要
地
方
道
、
一
般
県
道
の
広
域

幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

道
路
の
整
備
促
進
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

１
．
国
道
２
８
７
号
（
黒
滝
橋
前

後
区
間
）
の
事
業
推
進

２
．
米
沢
〜
白
鷹
間
の
規
格
の
高

い
道
路
の
整
備
（
早
期
着
工
）

３
．
主
要
地
方
道
米
沢
南
陽
白
鷹

線
（
杉
沢
地
内
）
の
早
期
着
工

 

安
全
で
安
心
で
き
る
道
路

（
交
差
点
、
歩
道
）整
備
事
業

の
推
進
に
つ
い
て

　

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
、
次
の
交
差
点
、

歩
道
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

過疎地域の振興を目的とする
新たな法律の制定

　過疎活性化対策として昭和45年に「過疎地域対策緊

急措置法」が制定され、その後10年間の時限立法を更

新する形で、現在の「過疎地域自立促進特別措置法」

が制定されました。

　本町は、昭和45年に過疎地域の指定を受けて以来、

栃窪地区の集落移転事業をはじめ、統合小学校、保育

所、道路、消防施設などの社会資本の整備を積極的に

進め、急激な人口の減少の歯止めに成果を挙げました。

　しかし、引き続き人口が減少し、少子高齢社会の急

激な進行、産業面の劣弱な条件、就業機会の不足、地

域社会機能の低下など、解決すべき多くの課題が山積

しています。過疎地域自立促進特別措置法の平成22年

３月の失効後も、なお一層強力な施策展開を必要とし

ています。

　わたしたちの地域が、自然や文化を生かし、生き生

きと豊かで住み良い地域となっていくために、過疎地

域振興のための新たな法律の制定を要望します。

▲車のすれ違いが困難な荒砥橋

新規
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１
．
国
道
３
４
８
号（
滝
野
地
内
）

交
差
点
改
良
（
新
規
）

２
．
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線

（
鮎
貝
地
内
）
歩
道
整
備

鮎
貝
急
傾
斜
崩
壊
対
策
事
業
の

早
期
着
工
に
つ
い
て
（
新
規
）

　

人
命
財
産
を
守
り
、
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
危
険
箇
所

の
解
消
に
向
け
て
、
鮎
貝
急
傾
斜

崩
壊
対
策
事
業
の
早
期
着
工
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

国
・
県
道
沿
い
の
不
法
投
棄

対
策
に
つ
い
て

　

国
・
県
道
等
県
内
外
の
多
く
の

車
両
が
通
過
す
る
路
線
に
つ
い
て

は
、
悪
質
な
大
型
ゴ
ミ
の
投
棄
や

有
害
な
廃
棄
物
と
思
わ
れ
る
投
棄

が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
ゴ
ミ

の
収
集
等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
改
善

に
係
わ
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
向

け
、
施
設
の
維
持
、
更
新
に
係
る

各
種
補
助
金
の
確
保
や
、
利
用
拡

大
策
の
強
化
、
運
営
に
係
る
財
政

支
援
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
活
交
通
（
町
営

バ
ス
）
の
確
保
に
つ
い
て

　

総
合
的
な
交
通
体
系
シ
ス
テ
ム

構
築
に
係
る
調
査
事
業
や
運
行
シ

ス
テ
ム
に
対
す
る
財
政
支
援
、
車

両
購
入
の
補
助
制
度
復
活
な
ど
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

県
立
高
等
学
校
の
再
編
整
備

の
在
り
方
に
つ
い
て

　

荒
砥
高
等
学
校
は
地
域
に
根
ざ

し
た
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
高
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

存
続
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

白
鷹
町
古
典
桜
の
県
天
然

記
念
物
指
定
に
つ
い
て

　

本
町
の
古
典
桜
の
釜
の
越
サ
ク

ラ
、
子
守
堂
の
サ
ク
ラ
、
赤
坂
の

薬
師
ザ
ク
ラ
、
殿
入
ザ
ク
ラ
、
原

の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
八
乙
女
種
ま

き
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
、
山
形
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
て
い
ま
す
。

本
場
米よ

ね
り
ゅ
う琉（
白
鷹
板い

た
じ
め締
小こ

絣
が
す
り

）の

県
無
形
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

　

歴
史
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い

本
場
米
琉
白
鷹
板
締
小
絣
を
大
切

に
保
存
し
、
後
世
に
伝
承
し
て
い

く
た
め
に
、
山
形
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し

て
い
ま
す
。

国
指
定
重
要
文
化
財
観
音
寺

観
音
堂
の
保
存
修
理
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
て
い
る
観
音
寺
観
音

堂
の
屋
根
萱
替
え
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
度
国
庫
補
助
事
業
採
択
並

び
に
県
の
補
助
と
技
術
的
指
導
を

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

高度情報社会に向けた
光ファイバー網の整備

　近年、情報通信技術の進展で、大容量のデータ通信を簡単に行

うことのできる時代へと急速に動き出しています。しかし本町で

は、一般住宅や企業等はADSL 回線を利用しており、収容局から

離れた地区ではブロードバンドサービスの恩恵を受けられない状

況です。役場庁舎や学校、地区公民館などの公共施設は光ケーブ

ルの専用線でネットワーク化されているのですが、外部とのデー

タ通信は一般住宅や企業等と同じ回線利用です。

　「いつでも、どこ

でも、だれでも」

平等に情報を受け

入れられる情報社

会に対応するため、

光ファイバー網の

整備に向けた民間

事業者に対する支

援と要請を要望し

ます。

鮎貝急傾斜崩壊
対策事業の早期着工

　本町には、急傾斜崩壊や地すべりなど土

砂災害の危険個所があり、家屋や道路、河

川等に災害が発生しやすく地域に住む皆さ

んに不安を与えています。特に、鮎貝急傾

斜地は人家も多く隣接しており、地震や豪

雨等により斜面が崩壊する恐れがあります。

　安全な居住空間をつくりあげ、大切な人

命や財産を守り、災害を未然に防止するこ

とを目指して要望します。

▲損傷が著しい観音寺観音堂

▲マイレールの存続は住民の願い

新規新規

▲

６
月
29
日
の
豪
雨
に
よ
る

　

急
傾
斜
地
崩
壊
現
場

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課

　

政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）
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【
試
験
日
及
び
会
場
】

　

◇
第
１
次
試
験
…
９
月
15
日
（
土
）
白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
16
日
（
日
）
長
井
市
立
長
井
南
中
学
校

　

◇
第
２
次
試
験
…
10
月
中
・
下
旬
（
予
定
）

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】
７
月
17
日
（
火
）
〜
８
月
10
日
（
金
）

【
試
験
内
容
】

　

◇
第
１
次
試
験
…
口
述
試
験
、
大
学
卒
業
程
度
教
養
試
験
（
保

　
　
　
　
　
　
　
　

健
師
は
短
大
卒
業
程
度
）、専
門
試
験
（
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は
保
健
師
）、適
性
試
験
、
作
文
試
験

　

◇
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験

【
提
出
書
類
】

　

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄
本

　

＊
申
込
書
は
役
場
２
階
総
務
政
策
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

白
鷹
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.shirataka.

　
　

yam
agata.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

②
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
タ
テ
４
㎝
×
ヨ

　
　

コ
３
㎝
、
無
帽
、
上
半
身
、
正
面
）

　

＊
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
８
月
10
日
必
着
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

総
務
係
（
〒
９
９
２

－

０
８
９
２
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３　

☎
85

－

６
１
２
０
）

平
成
20
年
度
採
用

白
鷹
町
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

  

町
職
員
の
採
用
計
画
の
見
直
し

【
計
画
の
推
進
状
況
】

　

町
で
は
、「
平
成
16
年
度
白
鷹
町
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
〜
行
財
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
」
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
具
体
的
取
り
組
み
を
「
第
３
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
や
「
白

鷹
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
示
し
、
業
務
の
委
託
、
課
の
統
合
に
よ
る

組
織
の
再
編
な
ど
を
行
い
職
員
数
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
退
職
者
が
い
た
場
合
で
も
採
用
を
控
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
職
員
数
は
平
成
15
年
度
の
２
６
２
人
か
ら
、
平
成
19
年
度

に
は
２
２
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
業
務
量
の
予
測
】

　

こ
れ
か
ら
次
の
よ
う
な
業
務
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

①
平
成
20
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
を
受
け
る
か
た
の
特
定
健
診
、

　
　

特
定
保
健
指
導
の
対
応

　

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
の
対
応

　

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実

　

④
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
対
応

　

⑤
税
証
明
発
行
な
ど
の
待
ち
時
間
を
短
く
す
る
た
め
の
税
デ
ー
タ
の

　
　

即
時
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
平
成
20
年
５
月
稼
動
）

　

⑥
定
年
退
職
に
よ
っ
て
職
員
が
減
る
こ
と
へ
の
対
応

【
採
用
計
画
の
見
直
し
】

　

今
後
の
業
務
量
に
対
応
し
、
組
織
運
営
の
活
性
化
と
将
来
に
わ
た
る

持
続
可
能
な
組
織
体
制
の
維
持
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら

の
採
用
を
前
倒
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
採
用
を
行
い
ま
す
。

求む！　未
あ す

来の白鷹を築く町職人たち

◇

保

健

師

◎

１

人

◇

行

政

職

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

◎
若
干
名

募
集
職
種
及
び

採
用
予
定
人
員

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
か
た
、
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
か
た

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

　

を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

受　

験　

資　

格
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　　　■申込・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係
　　　　　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
　　　　　　　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

�
�
道

�
�
�

�
走
�
�
�
�

第42回

９/16
（日）

出場者募集
●
コ
�
ス

　

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

●
参
加
者
募
集

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完
走
で
き

　

る
か
た

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
19
年
９
月
16
日
現
在

　

で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た

●
参
加
料

　

高
校
生
…
…
…
…
１
５
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
１
５
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
…
８
０
０
円

●
種　

目

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

一
般
の
部

（
制
限
時
間
２
時
間
15
分
）

・
10
マ
イ
ル　
　

一
般
の
部（
制
限
時
間
２
時
間
）

・
10
㌔　
　
　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　
　

②
一
般
の
部

・
５
㌔　
　
　
　

①
中
学
男
子
３
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　

②
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

・
３
㌔　
　
　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

・
２
㌔　
　
　
　

小
学
生
以
上

●
申
込
締
め
切
り　

８
月
10
日
（
金
）
消
印
有
効

●
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
協
力
を
！「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
ス
タ
ッ
フ
」募
集
…
大
会
当
日
�
大
会
運
営�
受
付
�
記
録
証
交
付
補
助
等
��
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

下
記
問
�
合
�
�
先
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
当
日
�
会
場
�
�
�
�
売
店
等
�
出
店
�
�
考
�
�
団
体
�
個
人
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

白鷹若鮎マラソン大会
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　６月９日、10日、ソフトボール場におい
て、日本女子ソフトボールリーグ山形大会
が開かれました。日本代表で活躍した宇津
木麗華さんが監督を務める人気チーム・ル
ネサス高崎など４チームが参戦し、４試合
を行いました。10日には、日本代表のエー
スピッチャー上野由岐子選手が好投しまし
た。訪れた延べ2500人の観衆は、一つ一
つのプレーに驚きのため息と歓声を上げな
がら見入っていました。

投
球
�
守
備
�
打
撃
�
�
�
�
�
一
流

日
本
女
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
形
大
会

　６月22日、東中学校で、田勢康弘さんの
講演会が行われました。田勢さんは旧荒砥
中学校に在籍されていたことがあり、母校
の子どもたちへ思いを伝えたいと実現。全
校生徒を前に田勢さんは「自分というもの
は小さな存在で、一人で生きているのでは
ない。家族や友だち、地域の人たちによっ
て生かされているのです。自分を深め豊か
にするために、何事にも好奇心を持ち、学
んでいってほしい」と話していました。

目
�
世
界
��

心
�
祖
国
�

田
勢
康
弘
�
�
�
東
中
�
講
演

　６月９日、蚕桑小学校体育館で、ふれあ
いコンサートが開かれました。山形大学吹
奏楽団の皆さんが、子どもたちに音楽を身
近に感じてほしいとボランティアで行った
ものです。「となりのトトロ」メドレーでは
着ぐるみの踊りも加わり、全員参加のクイ
ズや楽器紹介など大学生らしい工夫がいっ
ぱいのコンサートでした。子どもたちは、
指揮を体験したり、楽器にふれたりしなが
ら、目を輝かせて過ごしていました。

山
形
大
学
吹
奏
楽
団

�
�
�
�
�
�
�
�
�　６月18日、鮎貝小学校で、草笛コンサー

トが行われました。同小学校が取り組む福
祉教育の一環で、今回は荒砥出身で草笛奏
者の菅間忠男さんを招いて行ったものです。
「雨」「大きな古時計」などの曲がピアノの
伴奏に合わせて演奏され、涼しげで、心温
まる音色に児童たちは聴き入っていました。
菅間さんは演奏した曲の歌詞をもとに「弱
い立場のおじいちゃんおばあちゃんを助け
てあげてください」と語りかけていました。

鮎
貝
小
学
校
福
祉
�
�
�
�
�

菅
間
忠
男
草
笛
�
�
�
�
�

白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

鮎
っ
子
ク
ラ
ブ
に
寄
付

　

白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
鈴

木
重
治
会
長
）
か
ら
、
福
祉
の
た

め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
鮎

貝
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
鮎

っ
子
ク
ラ
ブ
」
に
対
し
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
鮎
っ
子
ク
ラ
ブ

は
、
平
日
空
き
教
室
を
利
用
し
、

放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

低
学
年
を
中
心
に
毎
日
20
人
の
児

童
が
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
は
６
月
20
日
の
例
会
で
行

わ
れ
、
鮎
っ
子
ク
ラ
ブ
施
設
長
の

梅
津
一
郎
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
梅
津
施
設
長
は
「
毎
日
ク
ラ

ブ
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
一
番
に
考
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
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　６月20日、あゆかい保育園の園児たちが
いちごのもぎ取りを行いました。これは、
有限会社どりいむ農園が、楽しみながら町
の特産品を知ってほしいと、町内の全保育
園にいちご園を開放したもので、昨年から
行っています。子どもたちは、広いハウス
内を歩き回りながら、大きな実を見つけて
は「すごくあまーい」「中まで真っ赤だ」と
言いながら、つぎつぎにほお張っていまし
た。

子
�
�
�
�
�
喜
�
顔
�
見
�
�

�
�
�
�
保
育
園
�
�
�
�
�
取
�
体
験

　６月16日、17日、白鷹スキー場を主会場
に、第23回サンシャイントライアルが開催
されました。３クラス約300人が白鷹の初
夏をバイクで駆け巡りました。セクション
が難しいほどに、笑顔で挑んでいくライダ
ーの姿が印象的でした。今回の一つの目玉
「一芸自慢コーナー」では、各選手の見事
なバイク技が披露され、集まった人びとを
驚かせました。スタッフの皆さんお疲れさ
までした。

初
夏
�
青
空
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　６月13日、蚕桑小学校で、白鷹町人権擁
護委員が主体となり、豊かな心の子どもた
ちを育てる教室が開かれました。人権擁護
委員の金田捷夫さんと大森和子さんが経験
談を講演。金田さんは山登りの話から「家
族や友だちと仲良く手をつなぎ、みんなの
人生の頂上を目指してほしい」と話してい
ました。その後、花の苗を植えた児童の皆
さんは、生き物に手を掛け育てていくこと
で命の大切さを学ぶことでしょう。

人
�
独
�
�
力
�
�
生
�
�
�
�
�

蚕
桑
小
学
校
�
人
権
教
室

　６月12日、こぐわ保育園で花の植栽活動
が行われました。子どもたちが土とふれあ
い、生き物を大切に育てる心を養ってほし
いと、白鷹土地改良区が21世紀土地改良区
創造運動の一環として行ったものです。今
回は、こぐわ保育園ひまわり組の園児33人
が参加し、プランターにマリーゴールドな
どの花の苗を植栽しました。プランターは
保育園などに置かれ、今後は、園児の皆さ
んが水やりなどの管理を行っていきます。

白
鷹
土
地
改
良
区�
�
�
�
�
花
�
育
�
�
�
�
�
�

�
�
�
保
育
園
園
児
�
花
�
苗
�
植
栽

東
中
学
校
生
徒
が
奉
仕
活
動

　

６
月
14
日
、
中
央
公
民
館
で
、

東
中
の
３
年
生
が
奉
仕
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
１
階
か
ら
３
階
ま
で

の
窓
ガ
ラ
ス
を
磨
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
中
学
生
の
奉
仕
の
心
は
、
大

人
の
皆
さ
ん
へ
の
刺
激
に
も
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
忘
れ
ず
、
施
設
や

道
路
を
き
れ
い
に
使
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

東
北
電
力
旗
杯
置
賜
予
選
会
で

ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少
男
子
が
優
勝

　

６
月
23
、
24
日
、
南
陽
市
民
体

育
館
で
、
第
20
回
東
北
電
力
旗
杯

山
形
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

置
賜
予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

置
賜
地
区
の
男
子
17
チ
ー
ム
、
女

子
19
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
鷹
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
男
子
が
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
７
月
末
の
同
杯
山

形
県
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。
県
大
会
で
上
位
入
賞
し
、

東
北
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。
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鮎
貝
小
学
校
が
環
境
や
ま
が
た

大
賞
受
賞

　

こ
の
賞
は
、
環
境
の
保
全
や
創

造
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
み
、
特

に
功
績
の
あ
っ
た
県
内
の
個
人
や

団
体
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
山
形
県
知
事
が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

鮎
貝
小
学
校（
丸
川
敬
浩
校
長
）

で
は
、
学
校
の
裏
山
「
教
育
の
森
」

を
環
境
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
、

年
間
を
通
し
て
自
然
観
察
な
ど
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ

ん
、
鮎
貝
土
地
改
良
区
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
か
た
が
た
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
植
樹
、
ケ
ナ
フ

の
栽
培
・
活
用
、
ご
み
減
量
等
、

多
様
な
環
境
教
育
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

が
転
倒
も
な
く
、
競
技
を
終
え
ま

し
た
。
こ
の
頼
も
し
い
操
法
が
、

万
が
一
の
有
事
の
際
に
発
揮
さ
れ

る
の
で
す
。

　

上
位
入
賞
の
班
の
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
型
ポ
ン

プ
積
載
車
の
部
１
位
と
小
型
ポ
ン

プ
の
部
１
位
と
２
位
、
ポ
ン
プ
車

の
部
（
浅
立
）
は
西
置
賜
支
部
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

■
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

１
位　

１
分
団
４
部
１
班（
東
田
尻
）

（
出
場
者
…
馬
場
範
之
、
土
屋
雅

人
、
須
貝
弘
和
、
後
藤
匡
、
金
子

哲
治
、
渡
辺
彰
）

２
位　

４
分
団
３
部
１
班（
中
山
）

３
位　

５
分
団
１
部
１
班（
町
下
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

１
分
団
２
部
１
班（
西
高
玉
）

（
出
場
者
…
佐
藤
吉
剛
、
金
田
雄

一
郎
、
本
木
伸
明
、
金
田
浩
明
、

金
子
晋
也
）

２
位　

２
分
団
１
部
２
班（
鮎
貝
）

（
出
場
者
…
松
木
伸
次
、
山
口
秀

輝
、
佐
竹
善
幸
、
鈴
木
秀
昭
、
小

口
智
）

３
位　

５
分
団
２
部
２
班（
杉
沢
）

■
ポ
ン
プ
車
の
部

５
分
団
４
部
１
班
（
浅
立
）

後
藤
惣
一
さ
ん
（
中
山
）
が

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰
受
賞

　

こ
の
顕
彰
は
、
現
場
の
第
一
線

で
「
も
の
づ
く
り
」
に
直
接
従
事

し
て
い
る
か
た
の
中
か
ら
、
特
に

優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、
後

進
の
指
導
・
育
成
等
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
る
建
設
技
能
者
の
か

た
を
対
象
と
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
が
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

後
藤
さ
ん
は
、
株
式
会
社
タ
カ

ハ
シ
電
工
（
山
形
市
）
に
お
勤
め

で
、
電
気
工
と
し
て
、
主
に
県
内

の
ビ
ル
・
住
宅
の
電
気
内
線
工
事

を
担
当
し
、
優
れ
た
技
能
を
発
揮

さ
れ
、
適
切
な
施
工
業
務
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
に

勤
め
て
以
来
29
年
の
経
験
と
身
に

つ
け
た
技
術
を
伝
え
て
い
こ
う
と
、

後
輩
の
指
導
・
育
成
に
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
顕
彰
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
白
鷹
町
消
防
団

操
法
大
会
の
結
果

６
月
24
日

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場

　　
「
操
作
始
め
！
」「
よ
し
！
」

響
く
掛
け
声
、
ホ
ー
ス
を
担
ぎ
駆

け
る
消
防
団
員
。
町
操
法
大
会
に

各
分
団
代
表
の
班
が
出
場
し
、
ス

ピ
ー
ド
あ
る
動
き
と
と
も
に
、
確

実
な
操
法
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

早
朝
出
勤
前
、
そ
し
て
帰
宅
後
夜

遅
く
ま
で
、
約
２
カ
月
に
及
ぶ
厳

し
い
練
習
の
成
果
を
こ
の
大
会
で

出
し
切
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
班
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フラワー長井線を活用した“まちづくり”事業を応援します！
マイレールサポート事業募集中！

　フラワー長井線利用拡大協議会では、" 地域の足であるフラワー長井線を地域のアイデアで支える "マイレー
ル・サポート事業を募集しています。長井線と沿線地域の地域資源を結びつけて、地域活性化とまちおこしを
進めるものです。フラワー長井線にこだわり、愛着を寄せる団体の皆さん、ぜひご応募ください。

【内容】

（１）平成20年３月31日までに実施・完了し、「マイレー

　　ル意識の高揚」や「列車イベントの運行企画」「利

　　用拡大広報」などのテーマ・題材に取り組む事業

　　に対して支援費を交付します。

（２）支援費は、事業実績額の範囲内とし、原則８万円

　　を上限とします。

（３）支援対象事業がすべて完了後、合同報告会を開催

　　する予定です。

【申請方法】

（１）申請期間　

　　平成20年２月29日（水）まで随時受け付けます。

（２）申請書類等

　　①申請書

　　②団体の概要説明書 （任意様式）

　　③実施事業の内容がわかる資料

（３）申請と問い合わせ

　　フラワー長井線利用拡大協議会

　　〒992－0892　白鷹町大字荒砥甲833

　　総務政策課内（☎85－6123）

※詳しくは、実施要綱をご覧いただくかお問い合わせ

　ください。

※実施要綱と申請書は、総務政策課、フラワー長井線

　沿線各市町、山形鉄道株式会社に準備しています。

●平成18年度は、次の７団体が事業を実施しました。
①置賜さくら回廊おもてなし事業
　　　　　　　　　　（フラワー長井線をつなぐ会）
②フラワー長井線利用拡大湯茶接待事業
　　　　　　　　　（荒砥駅資料館ボランティア会）
③フラワー長井線で行くふるさとのお宝探検隊事業　
　　　　　　　　　　　　（土曜らんど実行委員会）
④菜の花プロジェクト「植花夢・四季の郷」
　　　　　　　　　　（白鷹町菜の花プロジェクト）
⑤荒砥鉄橋研究所調査研究発表活動
　　　　　　　　　　　（荒砥高校荒砥鉄橋研究所）
⑥「100万人のキャンドルナイト」INしらたか
　　　　　　　　　　　　　　　　（同実行委員会）
⑦スウィングガールズを契機とした

フラワー長井線利用拡大支援事業
　　　　　　（スウィングガールズおきたま応援隊）
⑧『景観、観光、環境』フラワー長井線３Ｋプロジェクト
　　　　　　　　　　（ながいフットパス推進会議）

「四季の郷」宣伝往復ハガキ
●形式
　往復ハガキ１枚分
＊あて先面の下部３分の１のスペ
　ースに宣伝広告を掲載したもの。
●価格
　１枚50円で販売します。
＊枚数に制限がありますので、お
　早めにお申し込みください。

■申込・問い合わせ
　白鷹町鮎貝土地区画整理組合
　☎85－3119

「
四
季
の
郷
」
宣
伝
往
復
ハ
ガ
キ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
で
は
、
現
在
宅
地
分
譲
中
で

す
。
そ
の
「
四
季
の
郷
」
を
県
内
外
の
か
た
が
た
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
分
譲
地
の
宣
伝
広
告
ハ
ガ
キ
を

用
意
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
同
級
会
な
ど
の
案
内
ハ
ガ
キ
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
い

た
だ
き
、「
四
季
の
郷
」
分
譲
地
を
広
く
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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が
ん
ば
れ
！
白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
！

　

郷
土
の
誇
り
を
胸
に

…
白
鷹
魂
を
走
る
風
に
の
せ
て
…

　

５
月
28
日
に
、
山
形
県
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
競
走
大
会
白
鷹
町
チ
ー
ム

「
白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
の
顔
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
、

大
会
当
日
ま
で
、
お
よ
そ
２
カ
月

に
わ
た
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

し
た
。
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の

週
３
回
、
午
後
６
時
30
分
よ
り
、

荒
砥
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
６
月
）、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
県

縦
断
駅
伝
等
で
活
躍
し
た
コ
ー
チ

の
か
た
が
た
か
ら
ご
指
導
い
た
だ

き
、
練
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
（
水
）
の
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
白
鷹
町
チ
ー
ム
選
手
選
考
会
、

７
月
14
日
（
土
）
の
蔵
王
坊
平
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
試
走
会
、

８
月
３
日
（
金
）
の
白
鷹
町
チ

ー
ム
結
団
式
を
経
て
、
８
月
５
日

（
日
）
開
催
の
本
大
会
に
向
け
、

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

各
小
中
学
校
よ
り
選
抜
さ
れ
、

練
習
会
に
参
加
し
て
い
る
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
ス
ポ
少
活
動
や
部
活

動
、
学
校
の
行
事
等
が
続
く
な
か
、

白
鷹
町
の
代
表
選
手
と
し
て
の
意

地
と
プ
ラ
イ
ド
、
そ
し
て
な
に
よ

り
「
走
る
」
こ
と
に
対
す
る
情
熱

を
持
ち
な
が
ら
、
連
日
必
死
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
男
女
駅
伝
チ
ー
ム
と

も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
新
調
し
、
白

鷹
町
の
代
表
と
し
て
気
合
を
入
れ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
は
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

近
く
を
お
通
り
の
際
は
「
が
ん
ば

れ
！
」
と
ひ
と
言
で
も
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
温
か
い
応
援
、
激
励
の

言
葉
を
ぜ
ひ
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎
開
放
期
間

　

７
月
23
日
（
月
）

〜
８
月
20
日
（
月
）

＊
７
月
25
日
（
水
）
午
後
と
26
日

　

（
木
）
は
「
第
44
回
白
鷹
町
小

　

・
中
学
校
及
び
町
民
水
泳
大
会
」

　

の
た
め
、
一
般
開
放
は
行
い
ま

　

せ
ん
（
町
民
水
泳
大
会
の
詳
細

　

は
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

＊
８
月
13
日
（
月
）
は
休
ま
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15
分

＊
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
施

　

錠
し
、
閉
場
し
ま
す
。

＊
東
中
学
校
水
泳
部
部
活
動
に
よ

　

り
、
一
般
利
用
を
制
限
さ
せ
て

　

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
事
項

　

注
意
事
項
を
守
り
、
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
幼
児
が
利
用
す
る
と
き
は
、
必

　

ず
保
護
者
の
か
た
が
付
き
添
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

◇
入
水
前
に
は
、
体
を
よ
く
洗
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

◇
プ
ー
ル
で
は
、
騒
い
だ
り
ふ
ざ

　

け
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
監
視
員
の
指
示
に
は
、
絶
対
に

　

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
持
ち
物
に
は
、
必
ず
名
前
、
学

　

校
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◇
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。

◇
飛
び
込
み
は
禁
止
で
す
。

◇
水
鉄
砲
等
の
持
ち
込
み
は
禁
止

　

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

７
月
23
日
よ
り

稲
荷
ケ
丘
町
民
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

食　育

　町の健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」では、元気いっぱいに子どもが
育つために「おいしく食べて元気に育つ」ことを目指しています。そのためには、
◎食生活を通して体と心を育む、◎正しい食生活を身につける、ことが大切です。
元気いっぱいに育つ豊かな暮らしの例えは、おじいさんがつくった野菜やその野
菜でつくったおやつをおいしく食べている、お父さんやお母さんと子どもが一緒
にご飯をつくっておいしいと言って食べている、こんな暮らしのことです。
　これを受けて、食を通して楽しく交流するために、地産地消の実践、食文化の
伝承を推進しています。

健康のひろば

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は

噛か

む
こ
と
が
大
切
で
す
！

�

子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
噛
�
�
食
�
�
�
�
�
�

�
言
�
�
�
�
�
人
�
多
�
�
思
�
�
�
�
近
�
�
�
食

生
活
�
見
�
�
�
�
噛
�
�
�
�
�
飲
�
込
�
�
食
物
�

大
半
�
占
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
噛
�
�
�
�
�
�
�
単
�
食
物
�
細
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
効
用
�
�
�
�
�
�
�

噛
む
こ
と
の
効
用

�

�
食
物
�
消
化
�
助
�
�

�

�
顎
�
�
�
�
�
発
達
�
�
�
�
�
�

�

�
脳
�
働
�
�
活
発
�
�
�
�

�

�
味
�
歯
�
�
�
�
楽
�
�
�
満
足
感
�
与
�
�
�

�

�
気
持
�
�
落
�
着
�
�
�
�
�
�
�
解
消
�
�
�

�

�
食
�
過
�
�
抑
�
�

�

�
唾
液
�
分
泌
�
�
�
�
�
�

歯
ご
た
え
の
あ
る
食
物

�

�
�
�
�
豆
類
�
�
�
�
�
�
�
漬
物
�
山
菜
�
野
菜

等
�
干
物
料
理
�
�
伝
統
食
�
比
較
的
�
歯
�
�
�
�
�

�
�
�
�

歯
ご
た
え
の
あ
る
食
物
を

　

一
口
20
�
30
回
以
上
噛
み
ま
し
�
う
�

�
伝
統
食
�
で
健
康
づ
く
り

　

お
い
し
く
食
事
す
る
こ
と
は
体

の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
だ
け
で

な
く
、
人
と
人
が
集
ま
り
楽
し
く

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
世
代
を

超
え
た
交
流
も
自
然
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
食

は
地
域
の
自
然
と
文
化
の
中
で
育

ま
れ
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
風

習
や
行
事
に
関
連
が
あ
り
、
文
化

を
伝
承
す
る
た
め
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

町
健
康
増
進
計
画
「
元
気
ニ
コ

ニ
コ
し
ら
た
か
21
」
で
は
、
食
文

化
の
伝
承
は
子
ど
も
の
食
事
バ
ラ

ン
ス
に
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
健
康
な
暮
ら
し
に
も
大

い
に
役
立
つ
た
め
、
地
域
な
ど
で

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
「
食

育
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
健
康
づ
く

り
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
作
成
し

た
「
し
ら
た
か
の
食
の
暦
」
を
教

材
と
し
て
白
鷹
町
の
伝
統
食
に
つ

い
て
研
修
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
お
み
漬
け
づ
く
り
」

を
実
習
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
保

育
園
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も

と
お
母
さ
ん
、
指
導
者
は
食
育
グ

ル
ー
プ
の
先
輩
の
お
母
さ
ん
た
ち

で
す
。
小
さ
い
手
で
大
き
な
青
菜

の
葉
を
切
り
、
青
菜
、
に
ん
じ
ん
、

大
根
な
ど
を
混
ぜ
る
光
景
は
な
ん

と
も
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

普
段
、
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ
な
い

子
ど
も
た
ち
も
「
お
み
漬
け
」
で

ご
飯
を
お
か
わ
り
し
て
食
べ
ま
し

た
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば
に

は
笑
顔
の
先
輩
た
ち
が
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
伝
統
食
に
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
元
気
に

す
る
力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
「
わ
ら
び
採
り
」
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
あ
く
抜
き
実
習
を

し
ま
し
た
。
あ
く
抜
き
を
し
た
わ

ら
び
は
、
お
ひ
た
し
や
み
そ
汁
で

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

６
月
に
は
「
笹
巻
き
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
笹
の
ゆ
で
方
の
コ
ツ

や
笹
巻
き
の
結
い
方
を
実
習
し
、

普
段
、
慣
れ
て
い
な
い
お
母
さ
ん

た
ち
は
悪
戦
苦
闘
。
子
ど
も
た
ち

は
「
に
わ
か
お
ば
あ
ち
ゃ
あ
ん
」

に
指
導
し
て
も
ら
い
、
お
母
さ
ん

た
ち
よ
り
も
上
手
に
結
え
る
子
も

い
ま
し
た
。
沸
騰
し
て
か
ら
50
分

ゆ
で
て
完
成
で
す
。
試
食
し
た
子

ど
も
た
ち
は
「
お
い
し
い
」
を
連

発
。
食
文
化
の
伝
承
、
大
成
功
で

し
た
。
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催　し

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

７
月
22
日
（
日
）
午
前

６
時
30
分
〜
９
時
30
分
（
午
前
５

時
45
分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
前（
乗
り
合
い
で
県
民
の
森
へ
）

▼
コ
ー
ス　

県
民
の
森
林
間
コ
ー
ス

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
、
沼
周
辺
の
林

間
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

の
ど
が
渇
い
た
ら
、
白
鷹
山
の
冷

た
い
伏
流
水
は
い
か
が
で
す
か
。

＊
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集

　

ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催　

８
月
26
日
（
日
）

荒
砥
・
鮎
貝
周
遊
フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

　

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１

０
）

白
鷹
町
青
少
年
町
民
会
議
研
修
会

　

白
鷹
町
青
少
年
町
民
会
議
は
、

青
少
年
が
健
全
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
安
心
安
全
な
地
域
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
は
総
会
後
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
講
演
「
こ
の
世
で
一
番
素
敵
な

　

こ
と
は
…
」

○
講
師　

荘
内
日
報
社
論
説
委
員

　

水
戸
部
浩
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

白
鷹
�
�
�
�
�
�
場

第
�
回
�
町
長
杯
�
親
善
大
会

▼
い
つ　

７
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜（
開
会
式
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▼
日
程

①
受
付
・
フ
リ
ー
練
習

　

午
前
９
時
30
分
〜

②
開
会
式
・
競
技
ス
タ
ー
ト

　

午
後
１
時
〜

③
表
彰
式
・
懇
親
会

　

午
後
５
時
〜

▼
参
加
費

・
男
性　

５
０
０
０
円

・
女
性　

４
５
０
０
円

（
大
会
費
、
プ
レ
ー
料
、
昼
食
代
、

懇
親
会
費
を
含
む
）

＊
懇
親
会
不
参
加
の
場
合
は
男
女

　

と
も
１
５
０
０
円
で
す
。

＊
貸
し
ク
ラ
ブ
は
無
料
で
す
。

＊
競
技
終
了
後
は
無
料
で
入
浴
で

　

き
ま
す
。

▼
競
技
方
法　

36
ホ
ー
ル
（
こ
ぶ

し
２
回
、
さ
く
ら
２
回
）
の
ス
コ

ア
を
競
い
ま
す
。

▼
表
彰　

男
女
各
優
勝
、
準
優
勝
、

３
位
、
ブ
ー
ビ
ー
賞

＊
飛
び
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、

　

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

町
民
の
か
た
、
町

内
に
お
勤
め
の
か
た
、
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
会
員
の
か
た

▼
締
め
切
り　

７
月
18
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

パ
レ
ス

松
風
（
☎
85

－

１
０
０
１
）

荒
砥
高
校
開
放
講
座

�
荒
砥
高
校
�
歴
史
�
未
来
�

語
�
合
�
�
�

　

皆
さ
ん
の
心
の
中
に
あ
る
荒
砥

高
校
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
復
禮
会
館

▼
内
容　

50
余
年
の
学
校
生
活
や

名
物
先
生
の
思
い
出
な
ど
に
触
れ
、

こ
れ
か
ら
の
荒
砥
高
校
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

20
〜
30
人

▼
締
め
切
り　

８
月
24
日
（
金
）

＊
情
報
提
供
や
語
り
合
い
た
い
内

　

容
は
荒
砥
高
校
（
☎
85

－

２
１

　

７
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

白
鷹
専
修
学
校
開
放
講
座

小
物
�
�
�
�
�
菓
子
�
�
�

▼
期
日
と
テ
ー
マ

第
１
回　

７
月
22
日
（
日
）
小
物

第
２
回　

10
月
14
日
（
日
）
小
物

第
３
回　

12
月
16
日
（
日
）
菓
子

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
内
容

・
小
物
つ
く
り　

思
い
出
の
Ｔ
シ

　

ャ
ツ
を
利
用
し
て
か
わ
い
い
ポ

　

ー
チ
や
袋
物
を
つ
く
り
ま
す
。

　

図
柄
を
用
い
て
デ
ザ
イ
ン
、
製

　

図
、
裁
断
、
縫
製
し
て
完
成
。

・
お
菓
子
つ
く
り　

季
節
に
合
わ

　

せ
た
材
料
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

小
中
学
生
、
一
般

▼
締
め
切
り　

７
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
高

等
専
修
学
校
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
０
８
１
）

親
子
映
画
会

▼
い
つ　

７
月
20
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
小
学
校
ホ
ー
ル

▼
上
映
作
品　

ア
ニ
メ
「
五
等
に

な
り
た
い
」

▼
参
加
費　

無
料

＊
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

鮎
貝
小
学
校
・

菊
地
（
☎
85

－

２
０
３
０
）

募　集

第
22
回
町
民
�
�
�
�
�
�
大
会
�

参
加
募
集

▼
い
つ　

８
月
６
日
（
月
）
〜 

10
日
（
金
）
ナ
イ
タ
ー

▼
ど
こ
で　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

▼
種
目
と
参
加
資
格
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①
一
般
男
子
の
部

②
一
般
女
子
の
部 

＝
ど
ち
ら
も
平
成
19
年
４
月
１
日

　

現
在
で
15
歳
以
上
の
か
た

③
壮
年
男
子
の
部

＝
昭
和
43
年
４
月
１
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
か
た

▼
チ
ー
ム
の
編
成

○
地
区
・
町
内
等
の
地
域
単
位
で

　

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、
町
シ
ニ

　

ア
チ
ー
ム

○
監
督
１
人
、
コ
ー
チ
１
人
、
選

　

手
20
人
以
内

▼
試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
参
加
料　

２
０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

各
地
区
公
民
館
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、

参
加
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
締
め
切
り　

７
月
23
日
（
月
）

▼
監
督
会
議　

７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
・
橋
本
（
産

業
振
興
課
内
☎
85

－

６
１
２
７
）

第
39
回
読
書
感
想
文
�
生
活
文

�
�
�
�
�
作
品
募
集

▼
応
募
部
門

・
読
書
感
想
文

・
生
活
文
（
一
般
の
み
）

▼
字
数　

４
０
０
字
原
稿
用
紙
５

枚
程
度

▼
応
募
方
法　

直
接
、
町
立
図
書

館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
た
だ
し
、
小
・
中
・
荒
砥
高
校

　

生
は
学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
式　

特
別
賞
の
み
で
後
日

連
絡
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

９
月
28
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

文
化
振
興
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
採
用
試
験

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
員　

西
置

賜
行
政
組
合
初
級
消
防
職
・
６
人

▼
採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４
月

１
日

▼
受
験
資
格　

長
井
市
、
西
置
賜

郡
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
こ
の
地

域
に
居
住
予
定
の
か
た
で
、
昭
和

54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

高
校
卒
（
平
成
20
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
か
た
を
含
む
）
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
か
た

▼
試
験
日　

９
月
16
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

長
井
南
中
学
校

▼
試
験
の
内
容

①
一
次
試
験　

教
養
試
験
、
作
文

　

試
験
、
適
性
試
験
（
筆
記
）

②
二
次
試
験　

体
力
試
験
、
人
物

　

試
験

▼
受
付
期
間　

７
月
30
日
（
月
）

〜
８
月
10
日
（
金
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
（
土
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
長
井
市
）

▼
試
験
申
込
用
紙
の
請
求　

西
置

賜
行
政
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
、

消
防
署
白
鷹
分
署
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
（
☎
88
－

４
３
３
６
）

平
成
19
年
度
甲
種
防
火
管
理
講
習

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
木
）
〜
３

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
（
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
）

＊
修
了
証
書
の
交
付
は
、
２
日
間

　

受
講
が
条
件
で
す
。

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部
（
長
井
市
）

▼
受
講
定
員　

80
人

▼
受
講
料　

３
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）

＊
講
習
会
初
日
の
受
付
時
に
集
金

　

し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

７
月
25
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

88

－

１
７
９
７
）、消
防
署
白
鷹
分

署
（
☎
85

－

５
２
４
２
）

�
県
民
�
�
�
�
支
�
�
新
�
�
森

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
募
集

▼
作
品
イ
メ
ー
ジ　

や
ま
が
た
緑

環
境
税
を
活
用
し
た
「
県
民
み
ん

な
で
支
え
る
新
た
な
森
づ
く
り
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

▼
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

▼
締
め
切
り　

８
月
31
日
（
金
）

▼
賞

・
最
優
秀
賞
１
点
（
５
万
円
分
の

　

図
書
カ
ー
ド
ま
た
は
商
品
券
）

・
優
秀
賞
３
点
（
１
万
円
分
の
図

　

書
カ
ー
ド
ま
た
は
商
品
券
）

※
応
募
規
定
な
ど
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

み
ど
り
自
然
課
（
☎
０
２
３

－

６

３
０

－

３
１
０
０
）
ま
た
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

pref.yam
agata.jp/

）

火葬申込時間について（お願い）

　死亡された場合、死亡届出に先立ち火葬の
申し込みをしていただくわけですが、受付時
間が決まっていますので、受付時間内（午前
７時～午後９時）の申し込みをお願いします。
時間外の受付はしていませんのでご理解をお
願いします。
例：午後９時以降亡くなられた場合は、翌朝７時以

降の申し込みをお願いします。

火葬受付専用ダイヤル

☎85－０１１２（斎場受付センター）
　※この番号以外での受付はしていません。

　受付時間　午前７時～午後９時

狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
ら
れ
る

か
た
の
事
前
講
習
会
で
す
。

▼
い
つ　

８
月
９
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
講
料　

７
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
、
講
師
料
等
）

▼
申
込
方
法　

山
形
県
狩
猟
会
ま

た
は
猟
友
会
の
各
地
区
支
部
に
受

講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
締
め
切
り　

８
月
３
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
狩
猟
会

（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２
）
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ま
す
。

　

本
当
に
必
要
と
す
る
か
た
が
利

用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
利
用
証
の
交
付
対
象
の
か
た

（
具
体
的
な
要
件
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）

①
身
体
障
が
い
者
の
う
ち
歩
行
困

　

難
な
か
た

②
高
齢
に
よ
り
歩
行
困
難
な
か
た

③
知
的
障
が
い
者
の
う
ち
歩
行
困

　

難
な
か
た

④
難
病
に
よ
り
歩
行
困
難
な
か
た

⑤
妊
産
婦

⑥
け
が
に
よ
り
歩
行
困
難
な
か
た

▼
利
用
証
の
交
付
場
所　

県
庁
障

が
い
福
祉
課
ま
た
は
総
合
支
庁
福

祉
課

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
証
交
付
手
数
料　

無
料

▼
有
効
期
間

・
交
付
対
象
①
〜
④
の
か
た
は
５

　

年
間

・
交
付
対
象
⑤
〜
⑥
の
か
た
は
１

　

年
未
満
で
必
要
な
期
間

▼
対
象
駐
車
施
設　

対
象
と
な
る

駐
車
施
設
に
は
「
身
体
障
が
い
者

等
用
駐
車
施
設
」
の
案
内
表
示
が

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
障
が
い

福
祉
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
２
６
８
）

おしらせ

⑤
10
月
25
日
（
木
）〜
26
日
（
金
）

　

銀
山
温
泉

▼
参
加
対
象　

次
の
か
た
を
介
護

し
て
い
る
介
護
者
で
す
。

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

　

る
か
た

②
認
知
症
の
あ
る
高
齢
の
か
た　

　

（
日
常
生
活
自
立
度
Ⅲ
以
上
）

▼
参
加
費　

原
則
と
し
て
全
額
助

成
し
ま
す
。

＊
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た
が
短
期

　

入
所
等
を
利
用
す
る
場
合
は
、

　

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
参
加
す
る
た
め
に
介
護
が
必
要

な
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く

て
も
参
加
条
件
に
該
当
す
る
よ
う

な
か
た
は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－
０
１
１
２
）

�
山
形
県
身
体
障
�
�
者
等
用
駐
車

施
設
利
用
証
制
度
��
�
知
�
�

　

県
で
は
、
体
が
不
自
由
な
人
向

け
の
駐
車
場
の
利
用
証
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
県
内
の
公
共
施
設

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に

設
け
ら
れ
て
い
る
「
身
体
障
が
い

者
等
用
駐
車
施
設
」
を
正
し
く
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で

す
。
対
象
者
に
は
、
県
が
交
付
す

る
利
用
証
を
掲
示
し
て
い
た
だ
き

�
�
�
�
定
期
検
査
�
�
�
�
�

　

取
引
や
証
明
（
商
売
に
使
用
し

て
い
る
も
の
）
な
ど
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
２
年
に
一
度
の
定
期

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
か
り
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
忘

れ
ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
３
日
（
金
）

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
３
時

　

30
分

▼
ど
こ
で　

役
場
西
側
車
庫

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課　

商
工
振
興
係（
☎
85

－

６
１
３
６
）

介
護
者
交
流
会

　

忙
し
い
介
護
か
ら
一
時
的
に
離

れ
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
持
ち

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
と
コ
ー
ス

(1)
１
日
コ
ー
ス

①
８
月
30
日（
木
）月
山
志
津
温
泉

②
10
月
21
日（
日
）パ
レ
ス
松
風

(2)
１
泊
２
日
コ
ー
ス

③
９
月
６
日
（
木
）〜
７
日
（
金
）

　

白
布
温
泉

④
９
月
27
日
（
木
）〜
28
日
（
金
）

　

温
海
温
泉

年金記録相談臨時窓口を開設します

　年金受給者でも疑問のあるかたはどな
たでも相談できます。少しでも疑問のあ
る場合はぜひご相談ください。

　い　つ　７月25日（水）
　　　　　午前９時30分～午後３時
　どこで　中央公民館１・２研修室

※相談をスムーズに進めるため、年金手
　帳、年金証書、職歴を控えたメモなど
　をご持参ください。

　■問い合わせ
　　町民税務課　戸籍年金係
　　☎85－6129

☆町議会がさらに身近に☆

議会録画中継が始まりました

　町では、町議会会議の様子を生中継でインターネット
を通してお届けしています。
　さらに７月から、これまでの議会中継に加えて、過去
に開催された会議内容（録画中継）が視聴できるように
なりました。
　ぜひご利用ください。
●配信内容　町議会定例会本会議及び臨時会
　　　　　　（平成19年６月定例会から）
●視聴方法
　白鷹町のホームページから「町議会」のページへ進ん
　でご覧ください。
※議会中継は本会議開始直前から終了までを放送します。
※録画中継は生中継の内容と同じです。
※議会中継（映像及び音声）は白鷹町議会の公式記録で
　はありません。
■問い合わせ　白鷹町議会事務局（☎85－6135）
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佳
作　

美
し
い
季
節
が
里
を
埋
め
尽
く
す　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

健
康
美
な
ら
負
け
て
な
い
力
瘤こ
ぶ　

　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

四
季
の
美
は
自
然
が
生
ん
だ
宝
物　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

〃　
　

美
し
く
老
い
る
心
に
灯
が
点と
も

る　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

美
し
い
心
は
金
と
物
に
負
け　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

黒
い
の
は
健
康
美
だ
と
世
辞
で
埋
め　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

〃　
　

美
し
さ
感
じ
て
生
き
る
老
い
の
幸　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

雑
用
に
埋
も
れ
美
意
識
顔
出
さ
ず　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

若
い
頃
綺
麗
だ
っ
た
と
褒ほ

め
て
み
る　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

〃　
　

美
し
い
山
野
で
拾
う
旬
の
味　
　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

文
化
国
美
食
飽
食
身
の
危
険　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

美
し
い
我
が
故
里
を
自
慢
す
る　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

秀
逸　

我
が
町
の
顔
だ
誇
り
だ
紅
の
花　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

包
丁
に
男
の
美
学
見
付
け
た
り　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

美
し
い
話
の
裏
に
あ
る
疑
問　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

美
人
で
は
無
い
が
愛あ
い
き
ょ
う嬌
あ
る
笑
顔　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

ノ
ー
メ
イ
ク
健
康
美
で
す
小
麦
肌　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

五
月
晴
れ
空
気
美お

い味
し
い
山
の
里　
　
　
　

埼　

玉　

村
上　

桂
造

〃　
　

美
人
妻
持
っ
て
世
間
を
狭
く
生
き　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

美
辞
麗
句
言
葉
巧た
く

み
に
買
わ
さ
れ
る　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

美
し
さ
褒
め
て
花
折
る
罪
意
識　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

嫁
姑
譲
り
合
っ
て
る
美
し
さ　
　
　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

五
客　

美
し
い
こ
の
町
が
好
き
人
が
好
き　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

美
し
い
言
葉
の
裏
の
含
み
針　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

大
正
の
生
ま
れ
美
徳
を
疑
わ
ず　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

凡
凡
と
生
き
て
美
も
な
い
徳
も
な
い　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

汗
き
ら
り
妻
の
横
顔
美
し
い　
　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

人
位　

枯
れ
か
け
て
心
美
人
に
な
り
ま
し
た　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

地
位　

美
し
い
夕
日
だ
明
日
は
仲
直
り　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

天
位　

叱し
か

ら
な
い
笑
顔
の
母
の
美
に
ふ
れ
る　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

軸
吟　

車
椅
子
介
護
の
笑
み
が
美
し
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泡
介

次
回
課
題　

「
う
っ
か
り
」
七
月
末
日
迄　
　

「
雨
」
八
月
末
ま
で

は
が
き
に
三
句　
　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

※
六
月
号
「
守
る
」
の
選
者
は
、
安
部
美
笑
氏
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

�
町
報
川
柳
�　 

　

美　
　
　
　

菅
原　

泡
介　

選

こいのぼりさん　２歳児

園庭のこいのぼり、風がないので泳

いでいません。

子「こいのぼりさん元気ないね・・
　おなか減ってるのかなー」

次の日、風が吹いて元気に泳ぐこい

のぼりを見て

子「こいのぼりさん元気だね！ごは
　んいっぱい食べたんだ！」

　

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

副
代
表
理
事
で
、
神
奈
川
・
川
崎

幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
杉
山
孝
博

さ
ん
の
「
上
手
な
介
護
の
12
カ
条
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
４
条
「
気
負
い
は
、
負
け
」

�

�
兄
弟
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
姑
�
�
�
大
切
�
�
�
�
�
�

認
知
症
�
始
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
非
難
�
�
�
�
�
�
場
�

�
�
夫
�
�
�
�
言
葉
�
�
�
言

�
反
論
�
�
�
�
�
�
�
弁
護
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
一
人
�
�
姑
�
�
�
看

�
�
�
�
�
�
�
�
認
知
症
�
治

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
少
�

�
�
�
�
�
離
�
�
�
�
�
�
�

寂
�
�
�
�
顔
�
�
�
�
�
�
�

探
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
母
�

�
�
�
旅
行
�
行
�
�
�
楽
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
背
景
�
持
�
�
�

�
�
�
�
家
族
�
介
護
�
続
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
本
人
�
思
�

�
�
�
�
�
�
力
�
過
�
�
介
護

者
�
消
耗
�
�
�
�
�
�
�
�
少

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
家
族

�
協
力
関
係
�
�
�
�
�
�
�
�

場
合
�
�
認
知
症
�
初
期
�
介
護

�
場
合
�
�
�
�
�
見
�
�
�
�
�

�
�
�
�
一
生
懸
命
�
�
�
�
�

�
�
�
�
効
果
�
上
�
�
�
�
�

�
�
�
�
混
乱
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
気
負
�
�
取
�
�
�
割
�

切
�
�
�
�
介
護
�
続
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
行
�
�
�
�
�
�

先
生
�
患
者
�
�
�
家
族
�
�
�

�
�
�
�
一
人
�
�
�
�
�
過
�

�
倒
�
�
�
�
�
�
救
急
車
�
二

人
一
緒
�
入
院
�
�
�
�
�
�
介

護
�
�
�
�
配
偶
者
�
�
�
�
先

�
亡
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
多
数
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

介
護
保
険
制
度
�
�
�
�
利
用

�
�
介
護
�
負
担
�
軽
�
�
�
�

�
�
�
�
長
期
的
�
�
�
�
�
�

�
方
�
�
年
寄
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
気
負
�
過
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
介
護
保
険
制

度
�
利
用
�
関
�
�
�
�
�
介
護

�
悩
�
�
�
�
地
域
包
括
支
援
�

�
�
�
�
�
気
軽
�
�
相
談
�
�

�
�
�

あらと保育園

先生の手を引っぱって、張り切って

お外に飛び出していった男の子

子「せんせい、早くおもしろそう取
　りに行くべ！」

先生「おもしろう？どんな草？」
子「チョウチョだよ！」
先生「・・・あ！もしかしてモンシ
　　ロチョウか？」

子「うん、おもしろちょうよ！」

おもしろちょう　３歳児
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 木村 強　司 桃
もも

　佳
か

郁　美

十　王 澁谷 利　和 利
とし

　樹
き

里　美

荒砥乙 山口 直　輝 真
ま な と

己斗千栄子

高　玉 今野 勉 杏
あず

　彩
さ

ふさ代

広　野 金田 将太郎 は　な知　恵

鮎　貝 黒澤 武　利 侑
ゆう

　華
か

真紀子

広　野 澁谷 和　仁 心
ここ

　美
み

めぐみ

鮎　貝 山口 孝　弘 太
た

　一
いち

紀　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（小　野   克　徳　　広　野
伊　　   宏　美　　飯　豊

（新　宮   利　幸　　荒砥甲
神　保   悦　子　　山形市

　

紅
花
。
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
本

県
の
県
花
で
あ
る
。
本
県
の
歴
史
を

通
し
、
産
業
面
で
大
き
な
足
跡
を
残

し
て
き
た
が
、
現
在
は
社
会
の
変
化

の
な
か
で
、
限
ら
れ
た
活
用
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
白
鷹
町
は
、

県
内
一
の
作
付
面
積
で
あ
る
。
そ
し

て
今
、
本
町
に
お
い
て
は
、
活
用
の

あ
り
方
や
作
付
面
積
に
つ
い
て
、
じ

わ
り
と
拡
大
の
方
向
に
あ
る
。
紅
花

の
生
花
や
紅
餅も

ち

の
需
要
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
紅
花
を
作
付
け

し
て
い
る
人
び
と
の
広
が
り
や
紅
花

活
用
に
つ
な
が
る
実
践
シ
ス
テ
ム
が
、

よ
り
確
か
に
構
築
さ
れ
て
き
た
結
果

で
あ
る
。
人
の
連
携
が
だ
ん
だ
ん
高

ま
っ
て
い
る
。
あ
る
地
区
で
は
、
相

当
広
い
範
囲
で
の
紅
花
の
景
観
形
成

と
産
業
化
を
視
野
に
、
地
域
の
人
び

と
を
中
心
と
し
て
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

地
域
の
人
び
と
の
主
体
的
な
活
動
と

自
ら
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
連
携
・
支
援
の
も
と
、
や
ま
が
た

花
回
廊
の
実
現
に
よ
り
、
本
年
は
観

光
目
的
の
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

客
が
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
、
飛
躍
的

に
伸
び
た
。
し
か
し
、
現
在
の
現
実

的
な
利
用
者
全
体
を
考
え
れ
ば
、
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
の
最
大
の
利
用
者
は
、

沿
線
高
等
学
校
へ
の
通
学
生
で
あ
り
、

彼
ら
に
欠
か
せ
な
い
足
で
あ
る
。
言

っ
て
み
れ
ば
、
未
来
を
担
う
若
者
を

支
え
る
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ト
レ
イ

ン
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
は
、
我
々
市
町
に
と
っ
て

地
域
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
の
大
事

な
資
源
で
あ
り
、
総
力
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
な
ん
と
し
て
も
存
続
維
持

で
き
る
よ
う
対
策
を
必
要
と
し
て
い

る
。

　

７
月
７
日
、
多
く
の
観
光
客
、
鉄

道
を
愛
す
る
人
び
と
が
特
別
企
画
の

「
七
夕
列
車
」
に
乗
り
、
荒
砥
へ
到

着
し
た
。
そ
の
お
客
が
仙
台
往
復
で

き
る
直
行
バ
ス
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、

ま
た
中
央
公
民
館
で
は
利
用
拡
大
講

演
会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
企
画
実
行
し
て
い

た
だ
い
た
か
た
が
た
に
、
本
当
に
感

謝
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
鉄
道
を
我
々
の
鉄

道
と
し
て
守
り
、
存
続
す
る
た
め
に

は
、
沿
線
市
町
の
必
死
の
乗
客
増
員

対
策
と
と
も
に
、
我
々
市
町
民
の
、

理
屈
で
は
な
い
存
続
さ
せ
る
た
め
の

具
体
的
取
り
組
み
が
必
須
で
あ
る
。

例
え
ば
、
沿
線
市
町
住
民
約
10
万
人

の
半
数
５
万
人
が
、
１
年
に
１
回
必

ず
荒
砥
〜
赤
湯
間
を
往
復
乗
る
と
す

れ
ば
、
フ
リ
ー
切
符
１
０
０
０
円
と

し
て
、
１
０
０
０
円
×
５
万
人
＝
５

０
０
０
万
円
で
あ
る
。「
ラ
ー
メ
ン
と

ギ
ョ
ー
ザ
」
１
食
代
金
で
あ
ろ
う
。

長
井
線
を
存
続
さ
せ
た
い
。
み
ん
な

で
最
低
年
１
回
は
、
ス
ク
ー
ル
ト
レ

イ
ン
長
井
線
を
楽
し
も
う
で
は
な
い

か
。

　

協
働
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
異
な
る

立
場
の
人
が
お
互
い
の
自
立
性
、
特

性
を
認
め
合
い
、
協
調
関
係
の
も
と

に
心
と
力
を
合
わ
せ
て
、
課
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
具
体
的
な
取
り
組

み
と
い
え
る
。
そ
の
集
積
が
、
大
き

く
良
質
な
結
果
を
生
む
。

　

協
働
と
は
、
町
民
と
町
自
体
が
と

も
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
住
民
自

治
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
と
い
え
る
。

町
は
、
人
び
と
の
主
張
と
そ
の
背
景

を
理
解
す
る
。
そ
し
て
町
民
の
か
た

が
た
も
、
ま
ち
づ
く
り
観
に
つ
い
て

「
行
政
に
し
て
も
ら
う
、
さ
せ
る
」

と
い
う
意
識
か
ら
、
自
分
た
ち
で
何

が
で
き
る
か
、
自
分
の
意
識
と
具
体

的
行
動
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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 住所　　  氏　　名  　年齢
高　玉　児　玉　はるよ　78
荒砥甲　冨　樫　き　く　87
滝　野　安　達　ヨ　シ　83
荒砥乙　白　田　嘉　吉　92
荒砥乙　白　田　正　子　56
畔　藤　上　田　常　吉　81
荒砥乙　山　口　と　よ　81
鮎　貝　鈴　木　ツ　ル　90
浅　立　青　木　文　朗　80
下　山　新　野　一　男　82
山　口　渡　部　東　助　81
山　口　石　川　　　一　93
浅　立　平　吹　た　い　96
箕和田　山　田　昭　吾　76
荒砥甲　丸　川　きく子　73
横田尻　鈴　木　　直　　74
広　野　梅　津　太　三　81
荒砥乙　工　藤　久　松　84
鮎　貝　迎　田　てる子　81
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